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              きょうのふくいん マルコ１．２１～２８ 

みなさんおげんきですか。さむいなかをがっこうにかようのはたいへんですか。きょうがいがっこうは、まだすることがで

きないので、せめてにちようびのふくいんをみんなにとどけたいので、じかんをつくってよんでね。 

 

イエスは、あんそくびにカファルナウムのかいどうにはいっておしえはじめられた。ひとびとはそのおしえにひじょうにおどろ

いた。りっぽうがくしゃのようにではなく、けんいあるものとしておおしえになったからである。そのとき、このかいどうにけがれ

たれいにとりつかれたおとこがいてさけんだ。「ナザレのイエス、かまわないでくれ。われわれをほろぼしにきたのか。しょう

たいはわかっている。かみのせいじゃだ。」イエスが「だまれ。このひとからでていけ。」とおしかりになると、けがれたれいは

そのひとにけいれんをおこさせ、おおごえをあげてでていった。 

ひとびとはおどろいて、ろんじあった。「これはいったいどういうことなのだ、けんいあるあたらしいおしえだ。このひとがけが

れたれいにめいじると、そのいうことをきく。」イエスのひょうばんは、たちまちカリラヤちほうのすみずみにまでひろまった。 

 

  

きょうのふくいんはすこしみじかいですが、むずかしいのでリーダーはかんがえて、しらべて、いのって、それからじぶんなり

のせつめいをしたいとおもいます。 

 

まず「イエスさまは“けんいがある”」といういみですが、イエスさまはひとをしたがわせるちからがあるということです。 

ひとびとはイエスさまのすがたをみるだけでひきつけるちからをもっていることですね。 

イエスさまは、まちやむらについたとたんに、たくさんのひとがイエスさまのはなしをきくためにあつまってきました。イエスさ

まのはなしをきいてみんなのこころは、よろこびでいっぱいになりました。イエスさまのいっていることでほんとうにしあわせに

なれるとかくしんしていました。 

 

つぎに、あんそくび”、そのとうじはどようびでしたが、いまは、にちようびにかわりました、それはにちようびがイエスさまの 

ふっかつなさったひだからです。 

イエスさまがかいどう（いのりのばしょ）ではじめてひとびとのまえでおはなしをしました。、そして「ひとびとはそのおしえに

ひじょうにおどろいていた」 。ほかのがくしゃとちがって、ちちなるかみさまがどういうかたか、いきいきとつたえられたので、

きいているひとたちをひきつけられたのでしょう。イエスさまはことばだけではなく、おこないによっても、ひとをひきつけられ

たとおもいます。 

イエスさまのやさしさをとおしてかみさまがいるとかんじ、まわりのひととたすけあう、あいしあうことのたいせつさもみんな

がわかってきました。 

そのひ、みんながいのっていたとき、ひとりのおとこのひとがさけびました。そのひとはなにか、わるいちからがそのひとの

なかにはたらいているようにかんじました。まわりのひとはだれもそのひとをおさえることができませんでした。そのひとは、イ

エスさまにむかってさけびました。「わたしにかまうな、イエス！わたしたちをやっつけにきたのか」 

イエスさまは、そのおとこにとりついているあくまのれいにむかってさけびました：「だまれ、このひとからでていけ」 

すると、わるいれいはそのひとをふるわせてからおおごえをあげてでていってしまいました。 

 イエスさまにはにんげんをくるしめているわるいれいをおいだすちからがあります。イエスさまはかみさまのこですから。わ

たしたちはイエスさまといつもいるからおそれることはない。イエスさまのちからがついているのでわるいことからまもってく

ださっています。             

イエスさまにまいにち「ありがとう」といいましょうね。まもってくださっています。 


